
 

 

 

 

 

（１）１月に実施される市学力状況調査や学期１回程度の学校独自の到達度調査で児童の学習の定着度の分析

をし、その後の授業・補習・家庭学習に活用する。 

（２）授業改善のポイント 

①児童の学習内容定着状況の正確な把握をする。 

 ・統一ソフトの導入による，単元ごとの学習定着状況の把握のための「個人カルテ」を作成する。 

   ・「個人カルテ」に基づく，学習プリントや家庭学習，個別指導の充実を図る。 

   ・学期ごとの学習状況の把握と，長期休業中や次学期の指導法の工夫改善をする。 

②授業力向上に向けた研修の充実を図る。 

 ・全国学力調査Ｂ問題の検証をする。 

   ・「協調学習」の具体的な指導法の研修を行う。 

   ・大分スタンダード「一時間完結型授業」の徹底に関する研修をする。 

③学力向上に向けた授業実践と検証をする。 

   ・「知識構成型ジグソー法」に基づく，学び合いの場を取り入れた研究授業と地域公開をする。 

   ・観点を検討した上で，低・中・高学年別の互見授業・板書の検討をする。 

④ＩＣＴ機器（実物投影機等）を有効的に活用し、理解と興味関心を高める。             

⑤学力向上支援教員・指導法工夫改善教員の指導のもとに、きめ細かい少人数指導を行う。 

（３）具体的な取組 

①授業改善について 

・「新大分スタンダード」にそって、１時間のゴールがイメージできるめあてや課題設定をした授業の

板書を週に１回は記録し、月に１回学年部で検証し、改善に活かす。 

・学習課題を出した後に一人ひとりの意見や考えを持つ時間を保障するとともに、「知識構成型ジグソ

ー法」を取り入れた学び合いの場を中心として、ねらいを確かにした交流の場を設定する。 

・学習のふりかえりを工夫し、児童自身に学習のまとめを記録させたり、ふりかえりカードに自己評価

をさせる。授業者は板書を記録し、自己点検をし、改善に活かす。 

②その他の学習指導について 

・毎日のステップタイムや放課後補習、長期休業中の補充学習会を実施する。 

・単元毎の評価テスト（国、算、理）を個人カルテに位置づけ、授業改善に活かすとともに、低学力層

のつまずきの児童に、きめ細やかな指導を行う。 

 

 

 

①指導方法や指導形態の工夫  

・板書を週１回記録し、「新大分スタンダード」にそって、授業のめあて･課題・評価規準を単元ごとに  

自己点検する。意見交流の場の工夫、児童授業アンケートをもとにした個人での振り返りと、板書互見

等の全体交流を実施し、授業改善につなげる。 

・習熟度別指導、少人数指導、個に応じた指導、地域人材の積極的な活用 

②学校独自の到達度調査（学期２回程度）の活用 

・単元末テストの結果をもとに、漢字･算数･理科の個人カルテを作成し、授業や家庭学習、長期休業中

など課題取組に活用していく。                                                  

③学習状況改善の取組～学ぶ姿勢・意欲を育てる家庭との連携～・・・別紙〈１・２・３〉 

・廊下に「あいさつ通り」を設け、あいさつをかわそうとする学校全体の雰囲気をつくる。児童会・教

職員で毎週火曜日にあいさつ運動を行い、昼の放送であいさつの様子を知らせる。《徳の部会》 

毎月１週間 「あいさつイン」に取り組み、結果を掲示し集会で紹介する。《担任》 

・「早寝」を重点課題とし、学期１回の生活点検を実施し、基本的生活習慣の定着を図る。《体の部会》 

学級でも目標設定と振り返りをする。《担任》  

豊後高田市立 桂陽小学校 
学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 



     桂陽小学校「学習・生活の基本的な規律」共通事項「確認」   ＜資料１＞ 
 
○目的 基本的な学習規律や生活規律を整えることで、学年や担任が替っても、指導し直す時間が省け、次の指

導に移ることができるとともに、学ぶ姿の基本を定着させるために、「全学年」で徹底する。 
 子どもたちの学習態度 指導上の留意事項 
学 
 
習 
 
前 
 
 
 
 
 

■学習が始まる前に、次の時間の準備をする。 

 

  筆箱 

 

教科書  ノート 

★体育館および特別教室への移動時は廊下に並び移動。 

★運動場の場合は並ぶ場所を決めて移動。 

★机上整理をする。（衣服をたたむ。椅子を入れる） 

★チャイム席を守り、先生が始めるまで待つ。 

○学習の終わりの挨拶後、すぐ次の学習の準備をさせる。 

*5 分休みは、次の時間の準備時間およびトイレの時間である。 

○筆箱は華美ではなく適切な大きさのもの。中身も学習に集中さ 

せるために必要なもののみ。 

筆箱の中身 

→鉛筆 5~6 本、 

よく消える消しゴム（華美なもの、おもちゃ型などは×） 

赤と青の、ボールペンまたは色鉛筆   定規 

その他・・・学年によっては名前ペン、マーカー コンパス、のり、 

はさみ 

禁止のもの 

・シャープペンシル、練り消し、飾りがついてキャップや鉛筆、 

キャラクターもの定規、目盛りが見えにくく操作しづらい定規 

や分度器 

○下敷きは必ず使用する。（華美でないもの） 

○授業が始まるまでの待ち方を指導しておく。 

（教科書を読む、読書をするなど） 

学 
習 
中 
 
 
 

■あいさつをする。・授業の始めと終わりは起立 

（例）日直「起立、今から○○の学習を始めます。礼」 

全員「お願いします」 

日直「起立、これで○○の学習を終わります。礼」 

全員「ありがとうございました。」 

■聞き方・・・話している人のほうに顔（視線）を向ける。 

■話し方・・・指名されたら返事をして立つ 

      ・挙手→「はい」は 1 回 

■起立・着席→音を立てない椅子の動き 

■ノートの使い方を徹底→算数科 

    ・ノートを折り曲げて使わない。・下敷きをつかう。 

ノートに書くこと 

・日付、ページ、問題番号、問題、課題 

 まとめ、練習  の言葉をノートに位置付ける 

■その他 

・肘をつかない、片手書きをしない 

・椅子に深く座る。・鉛筆を正しくもつ。 

○始まる時刻とともに挨拶がかけられるように徹底する。 

○正面黒板は授業用として使用する。 

 （伝言やメモ用としては使用しないことを基本とする） 

 ・前面の掲示物（学級目標なども）児童の意識や集中が散漫に 

ならないように配慮する。 

○日付、ページ、問題番号、問題、課題、まとめ、練習   

のプレートを使用する。 

○授業者は矢継ぎ早に発問や質問をするのではなく、子どもの反 

応を確かめながら話すように心掛ける。 

○子どもによって呼び方を変えない。 

   ~さん など統一する  

 

 

 

学 
習 
後 

■やり直しはその日のうちに学校でする。 

 

○宿題のやり直しをさせて下校させる。 

 

・桂陽小学校「学習・生活の基本的な規律」共通事項「確認」については、全校で統一して指導していく。 
・○正面黒板は授業用として使用する。 （伝言やメモ用としては使用しないことを基本とする）については、 

小黒板などを黒板以外におけるか、各学級で設備状態が違うので、担任が置き場所を確認しておく。 
・問題、課題、まとめ、練習  のプレートを使用する。・・・教室にあるかどうか、担任が確認する。 
 



毎日
まいにち

続
つづ

けよう
よ う ！

！家庭
か て い

学 習
がくしゅう

（家
いえ

でする勉 強
べんきょう

のこと） 

    

 宿 題
しゅくだい

は、毎日
まいにち

しましょう。 
   

 

 

 

 

勉 強
べんきょう

するときの約 束
やくそく

  集 中
しゅうちゅう

するために！ 

 ○きれいな 机
つくえ

。（ 机

つくえ

の上

うえ

の物

もの

を 整 頓

せいとん

してからしましょう。） 

 ○よい姿勢
し せ い

。 

 ○テレビ
て れ び

やゲーム
げ ー む

は、なし。 

 ○お菓子
か し

やジュースも、なし。 

 ○決
き

まった時間
じ か ん

に取
と

り組
く

もう。 

 

時間
じ か ん

  （学年
がくねん

×１０＋１０）分
ぷん

をめざそう！ 

 １ねん ２０ぷん 

 ２年  ３０分 

 ３年  ４０分 

 ４年  ５０分 

 ５年  ６０分（1 時間）       

 

６年  ７０分（1 時間 10 分） 

宿 題
しゅくだい

が終
お

わったら、自主
じ し ゅ

学 習
がくしゅう

にもチャレンジ！ 

今
いま

、 学 校
がっこう

で 勉 強
べんきょう

していることに 関 係
かんけい

のあるものを

担 任
たんにん

の先 生
せんせい

が出
だ

しています。 宿 題
しゅくだい

をすると、学 校
がっこう

での

勉 強
べんきょう

がわかりやすくなります。 

高学年は目標の時間を決めてするのも 

よいですね！ 
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 ※自主
じ し ゅ

学 習
がくしゅう

とは宿題
しゅくだい

以外
い が い

の他
ほか

の勉強
べんきょう

のことです。 

自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

の
れい

例
れい

 
 

1・2 年 

・おんどく（いえのひとにきいてもらいましょう。）・かたかなやかんじのれんしゅう 

・ししゃ（きょうかしょを ノートにうつす）  ・けいさんれんしゅう       

・にっき                      

・どくしょ（いえのひとといっしょによむのもいいですね。）  

・ドリルやもんだいしゅう 

     

 3・4 年 

・音読            ・視写 

・漢字練習          ・言葉の意味調べ、調べた言葉を使って短文作り 

・計算練習          ・日記 

・読書            ・テストでまちがった問題をノートにうつしてする。 

・学校で勉強したことに関係のある事がらを本やホームページで調べる。 

・ドリルや問題集をする。 

       

       

   

 

 

 

 

5・6 年……自主学習用のノートを決めるとよいです。（10 ミリ方眼） 

・音読          ・視写 

・漢字練習        ・言葉の意味調べ、調べた言葉を使って短文作り 

・計算練習        ・日記 

・読書          ・テストでまちがった問題をノートにうつしてする。 

・学校で勉強したことに関係のある事がらを本やホームページで調べる。 

・ドリルや問題集をする。 

・その日に学校で勉強したことをノートにまとめる。 

・新聞やテレビのニュースをまとめる。 

       

       

こんなことをするといいよ。 

答えがあるものは、自分でたしかめ

て、やりなおそう！ 



2日（金） 3日（土） 4日（日） 5日（月） 6日（火） 7日（水） 8日（木）

　　　生 活 点 検 表 （ 9 月 ） 

めやす：6時30分

目標（　　時　　分）

　　　 　できた　○
 できなかった　△

　　　 　食べた　○
 食べなかった　△

めやす：学年×10＋10

目標（　　　　　分）

　 　　　できた ○
 できなかった △

めやす：
　　低学年　9時
　　中学年　9時30分

　　高学年 10時

目標（　　時　　分）

　　　 　できた　○
 できなかった　△

く
つ
そ
ろ
え

玄関の自分のくつを
　　　　　　　　　そろえる

　　　 　できた　○
 できなかった　△

生活のリズムを整えるために、自分の生活を見直しながらつけましょう。

内　　容

（　　　　　　）年（　　　　　　）組（　　　　　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　　　）

おうちの人からの感想など
（１週間をふり返って）

１週間をふりかえっての感想

起
き
た
時
間

朝
ご
は
ん

家
庭
学
習

寝
た
時
間

おうちの人のサイン

担 任 の サ イ ン
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